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について- 

  第 62 回日本リハビリテーション医学会学術集会 
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  回復期脳卒中症例における自動車運転再開の予後予測に関する検討：AI 解析を用いた予備的研究 
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  ウェルウォーク介入後に膝関節過伸展が残存する脳卒中片麻痺者の要因検討-予備的研究- 

  第 69 回北海道リハビリテーション学会学術集会 

18．戎駿介, 安部千秋, 髙橋良輔, 阿部正之, 白坂智英 

  ー回復期脳卒中片麻痺者への歩行補助ロボット歩行練習の効果検証―ヒストリカルコントロール 
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  AI により回復期リハビリテーション病棟入院時に脳卒中症例の装具処方有無を予測できるか 
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  歩行補助ロボットを用いた歩行練習による歩行機能改善の予測因子の探索：レスポンダー分類に 

 よる決定木分析 
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23．安部千秋，小野圭介，佐々木健史，菅原和広，白坂智英 

  CTNNB1 遺伝子異常を有する精神運動発達遅滞児の歩行介助量軽減を達成したボツリヌス療法と 

 理学療法の報告 

  第 12 回日本小児理学療法学会学術大会 

24．國廣祐助，山際郁絵，栗田良一， 小野圭介，阿部正之，白坂智英 

  回復期リハ病棟入院時における AI 転倒予測モデルを用いた早期転倒予防への展望 

  回復期リハビリテーション病棟協会 第 47 回研究大会 

25．植地あゆみ，戎 駿介，小野 圭介，白坂 智英 

  アイトラッカーを用いた歩行評価の試み～感覚障害・高次脳機能障害を併発した片麻痺患者一例～ 

  第 76 回北海道理学療法士学術大会 

26．植原らいち，安部千秋，小野圭介，白坂智英 

  主観的身体垂直・主観的視覚垂直の臨床的スクリーニング評価が垂直性障害に対する治療立案に 

 有益であった脳卒中一症例 

  第 76 回北海道理学療法士学術大会 
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  強い転倒恐怖感を有する症例における心理的側面を考慮した理学療法環境設定：一症例報告 

  第 76 回北海道理学療法士学術大会 

29．森田和幸，小野圭介，髙橋良輔，荒洋輔，白坂智英 

  AI を用いた退院時運動 FIM 予測モデルの回復期リハビリテーション病棟における活用効果 

  第 62 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

30．Yosuke Ara, Keisuke Ono, Senshu Abe, Ryosuke Takahashi, Kazuyuki Morita,  

   Masayuki Abe,Tomohide Shirasaka:Validation of the Utility of Artificial Intelligence Predictive  

  Analytics Software for Prognosis of Upper Limb Motor Paralysis in Patients with Stroke 

  World Federation of Occupational Therapists Congress 2026 

31．荒洋輔, 髙橋 良輔, 戎駿介, 阿部正之, 白坂智英 



 

 脳卒中上肢運動麻痺患者に対する動画解析を用いた機能評価の試み 

  第 9 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

32．荒洋輔, 髙橋良輔, 白坂智英 

  回復期脳卒中患者に対する能動型展伸・屈伸回転運動装置の訓練効果-ヒストリカルコントロール 

 データとの比較検証- 

  第 62 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

33．芦澤 理香，迫 知輝，阿部正之，白坂智英 

  サックス演奏の再開に向けて脳梗塞後の手指運動麻痺に対して筋電応答型手指リハビリテーション 

 ロボットと課題指向型訓練を実施した一例 

  第 59 回日本作業療法学会 

34．芦澤 理香，迫 知輝，荒 洋輔，髙橋 良輔，白坂 智英 

  重度上肢麻痺症例に対して段階的上肢訓練とボツリヌス療法を併用した一例 

  第 62 回日本リハビリテーション医学会学術集 

35．石原 綾音，荒 洋輔，田中 琴子，伊東 直美，戎 駿介，小野 圭介，丸山 竜太,阿部 正之，白坂 智英 

  「脳卒中後上肢運動麻痺患者に対する段階的介入の効果：脳卒中治療ガイドラインに準じた介入に 

 加え多職種連携によるアプローチにて両手での家事動作獲得に至った一症例」 

  回復期リハビリテーション病棟協会第 47 回研究大会 

36．梅内翔太、佐藤陵、木下和海、阿部正之、白坂智英 

  ドライビングシミュレーターの練習課題が運転機能の獲得に有効であった症例 

  2025 年北海道作業療法学会学術大会 

37．佐藤祐太,森田和幸,阿部正之,白坂智英 

  目標共有と家族参加型の自主トレーニングの導入から屋外での活動に繋げた一例 

  第 55 回北海道作業療法学会学術大会 

38．板東しおり，迫知輝，阿部正之，白坂智英 

  麻痺手へのニーズに合わせた介入により日常場面での使用が拡大に至った一例 

  第 55 回北海道作業療法学会学術大会 

39．板東しおり，荒洋輔，佐々木悠，阿部正之，白坂智英 

  Community-Based Rehabilitation in a Super-Aging Society~Activities in Regional Cities in Japan~ 

  第 19 回世界作業療法士連盟学会 



 

40．村尾優華，森田和幸，阿部正之，白坂智英 

  MTDLP を活用した目標の設定により本人の趣味である畑作業再開に繋がった症例 

  第 55 回北海道作業療法学会学術大会 

41．白幡吏矩，村尾優華 

  ペット産業従事者への腰痛予防対策がプレゼンティーズムによる損出額へ与える影響：実践報告 

   第 76 回北海道理学療法研究会学術大会     

42．小池菜月，森田和幸，髙橋良輔，荒洋輔，小野圭介，白坂智英 

  脳卒中症例における経口摂取獲得予測に関する検討：AI による解析を用いた予備的研究 

  第 62 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

43．村田愛深，森田和幸, 阿部正之，白坂智英 

  回復期病棟で MTDLP を導入し、家事動作とバスを利用した外出手段の獲得に繋げられた一例 

  第 55 回北海道作業療法学会学術大会  

44．迫知輝，安部千秋，阿部正之，白坂智英 

  脳性麻痺患者の体幹機能に対する Virtual Reality を用いた介入ー予備的研究ー 

  第 5 回日本小児リハビリテーション医学会学術集会 

45．阿部正之, 荒洋輔, 髙橋良輔, 白坂智英 

        片麻痺患者の体幹筋活動を高める手技の提案：予備的研究 

  第 9 回日本リハビリテーション医学会秋季学術大会 

 

講演 

リハビリテーション部：15 件 

1. 小野圭介：医療現場における AI 活用の最前線 ～データサイエンスで変わるチーム医療の 

かたち～， 

第 76 回北海道理学療法士学術大会.2025 

2. 小野圭介：臨床のリアルに迫る症例検討会 脳血管障害の「グレーゾーン」を紐解く， 

第 76 回北海道理学療法士学術大会.2025 

3. 髙橋良輔：ハンズオンセミナー3 Brain-Machine Interface の臨床応用，第 9 回日本リハビリ 

テーション医学会秋季学術集会.2025 

4. 髙橋良輔：Brain-Machine Interface の活用を含めた上肢治療戦略について -当院のヒストリカル 

データとの比較より-，第 1 回 LIFESCAPES セミナー.2025 



 

5. 髙橋良輔：当院における Brain-Machine Interface の活用事例について，カマチグループ巨樹の会

オンラインセミナー.2025 

6. 髙橋良輔：ヒストリカルデータ活用の概要，FrontAct 株式会社 WEB セミナー.2025 

7. 髙橋良輔：特別講演Ⅱ 先進リハビリテーション技術と臨床現場との一体性の取り組み，第 76 回北

海道理学療法士学術大会.2025 

8. 森田和幸：シンポジウム MTDLP 導入の利点とその課題について「臨床実習と院内教育における

MTDLP の活用」，第 55 回北海道作業療法学会学術大会 

9. 荒洋輔：回復期脳卒中患者に対する MELTz を用いた訓練効果について -傾向スコアマッチングを

用いた当院ヒストリカルデータとの比較-，FrontAct 株式会社 web セミナー 

10. 荒洋輔：ハンズオンセミナー3 Brain-Machine Interface の臨床応用，第 9 回日本リハビリテーショ

ン医学会秋季学術集会 

11. 荒洋輔：Brain-Machine Interface の活用を含めた上肢治療戦略について -当院における上肢リハビ

リテーションの臨床実践-，第 1 回 LIFESCAPES セミナー 

12. 村尾優華・板東しおり：レクチャー「今から出来る認知症予防～身体と心の健康づくり～」，令和

7 年度帯広市認知症フォーラム 

13. 齊藤匠真：「子どもの“心”に届く関わり方」～行動の裏にある“気持ち”を理解するために～，広尾

町 PTA 連合会研究大会 14. 齊藤匠真：不登校対応に求められる学校体制と生徒指導～ともに支え

る学校づくり～，広尾町教育研究所主催研究大会 

14. 迫知輝：如何に EBP を実践していくか～子どもたちに限られた時間で治療効果を最大化するには

～，第 55 回北海道作業療法学会学術集会 教育セミナー  

 

 

2024 年度：55 件  

✓ 診療部：10 件  

1. 白坂智英  

 回復期リハビリテーションにおける痙縮治療  

GSK 痙縮治療カンファレンス  

2. 白坂智英  

 脳卒中リハビリテーションの現状と合併症第 15 

回旭川脳卒中地域連携講演会  

3. 白坂智英  

 BMI (Brain Machine Interface) を利用した上肢機能障害に対するリハビリテーション効果の検討第 

16 回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会  

4. Yoshihito Shigihara  

・ Resting-state Brain activity in the left supramarginal gyrus in beta band reflects cognitive 

decline  



 

AD/PD 2024 International Conference on Alzheimer's and Parkinson's Diseases and related 

neurological disorders  

5. 鴫原良仁，保子英之，小林桃子，柴宮渓太，深沢敬亮，市川小百合，平田容子  

・ ものわすれ外来における脳磁図の活用 [シンポジウム] 第 

39 回日本生体磁気学会大会  

6. 鴫原良仁, 保子英之, 小林桃子, 深沢敬亮, 市川小百合, 中村 康平  

・ 更年期症候群における頭頂葉での速波増強第 

39 回日本生体磁気学会大会  

7. 中村康平, 保子英之, 深沢敬亮, 市川小百合, 小林桃子, 鴫原良仁  

・ 頭頂連合野周辺の脳活動が、更年期症状の重症度を反映する第 

39 回日本女性医学学会学術集会  

8. 鴫原良仁，保子英之，深沢敬亮，小林桃子，柴宮渓太，市川小百合，平田容子  

・ 左縁上回の脳活動と認知機能第 13 回

日本認知症予防学会学術集会  

9. 鴫原良仁  

・ 評価と介入のための脳機能検査 [シンポジウム] 日本脳ドック学会総会  

10. Yoshihito Shigihara, Galymzhan Issabekov, Hideyuki Hoshi, Keisuke Fukasawa, Sayuri  

Ichikawa, Takahiro Matsumoto  

・ Searching for a plausible interpretation, rather than a definitely correct one [Symposium] 第 

54 回日本臨床神経生理学会学術大会  

  

✓ 看護部：3 件  

1. 手塚美奈子  

 解禁！明日から出来る自主練習～看護師・介護福祉士が行う病棟練習～ [シンポジウム] 回復期リハビ

リテーション病棟協会 第 45 回研究大会 in 札幌  

2. 栗田良一，齊藤匠真  

 回復期リハビリテーション病棟患者の意欲の季節性変化について～季節性の心理変化を看護ケアに活

かす～  

回復期リハビリテーション病棟協会 第 45 回研究大会 in 札幌  

3. 栗田良一，浦島つよみ，齊藤匠真  

 回復期リハビリ病棟における患者の意欲と看護実践について～アパシー・抑うつ状態と FIM の変化

について～  

第 23 回北海道病院学会  

  

✓ リハビリテーション部：42 件  

1. 宇野奨吾，木下和海，安部千秋，髙橋良輔，齊藤匠真，小野圭介，阿部正之，白坂智英  



 

 回復期脳卒中症例における自動車運転再開の予後予測に関する検討-AI 解析を用いた予備的研究- 回復

期リハビリテーション病棟協会第 45 回研究大会 in 札幌  

2. 林達也，千原慎也，伊藤宗一郎，日野美貴，小野圭介，阿部正之，白坂智英  

 スマートフォンを活用した診療記録時間短縮等に伴う副次的効果の検証回復期リハビリテーション病

棟協会第 45 回研究大会 in 札幌  

3. 矢口朋浩，小野圭介，白坂智英  

 回復期高齢脊髄損傷患者における共有意思決定に基づく目標設定の重要性を検証した一症例回復期リ

ハビリテーション病棟協会第 45 回研究大会 in 札幌  

4. 佐川幸愛，齊藤匠真，荻野さゆり，白坂智英  

 回復期における多職種協働の中での心理支援：カウンセリングとアートセラピーを通して見えた葛藤

と昇華の事例  

回復期リハビリテーション病棟協会第 45 回研究大会 in 札幌  

5. 増澤綾子，佐川幸愛，鴻上雄一，大西梢，古田亮一，金澤一弘  

 回復期リハビリテーション病棟における音楽とアートの特性を活かした融合プログラムの可能性と今

後の展望  

回復期リハビリテーション病棟協会第 45 回研究大会 in 札幌  

6. 荒洋輔，迫知輝，森田和幸，安部千秋，髙橋良輔，小野圭介，阿部正之，白坂智英  

 回復期脳卒中患者の上肢運動麻痺の予後予測に対する AI 予測分析ソフトの有用性の検討-重症例・ 

中等症例に着目して-  

第 58 回日本作業療法学会  

7. 迫知輝，荒洋輔，安部千秋，阿部正之，白坂智英  

 当院の FMA のデータから上肢運動麻痺の重度例の機能的改善の傾向についての検討第 

58 回日本作業療法学会  

8. 木下和海，森田和幸，阿部正之，白坂智英  

 MTDLP を用いた多職種連携による運転支援-トラック配送業を再開できた症例- 第 

58 回日本作業療法学会  

9. 芦澤理香，荒洋輔，阿部正之，白坂智英  

 段階的な介入により右手での食事動作を獲得した脳卒中重度片麻痺患者の一症例第 58 

回日本作業療法学会  

10. 伊藤美希，仙石泰仁，阿部正之，丹羽美希，迫知輝，人見知洋  

 限局性学習障害に対する「算数障害のフローチャート」評価に基づいた支援とその効果について第 13 

回日本発達系作業療法学会  

11. 安部千秋，須田莉里花，横井裕一郎，阿部正之，白坂智英  

 脳性まひ者の下肢筋における等尺性および等速性筋力発揮時のトルク変動とトルク率の特徴- 

GMFCSⅢ-Ⅳの検討-  



 

第 11 回日本小児理学療法学会学術大会  

12. Masayuki Abe, Ryosuke Takahashi, Yosuke Ara, Senshu Abe, Shiori Bando, Tomohide  

Shirasaka  

  Preliminary study on improving antigravitational postural tone in the trunk of stroke  

hemiplegic patients  

The 8th Asia Pacific Occupational Therapy Congress 2024  

13. Tomoki Hazama, Yuji Nakamura, Masayuki Abe, Yasuhito Sengoku, Tomohide Shirasaka  

  Characteristics of grasping and coordinating abilities in children with cerebral palsy while  

manipulating objects  

The 8th Asia Pacific Occupational Therapy Congress 2024  

14. 戎駿介，髙橋良輔，小野圭介，白坂智英  

 運動麻痺は軽度だが重度半側空間無視を呈し歩行獲得が困難であった脳卒中片麻痺患者における要因

の検討  

第 75 回 北海道理学療法学術大会  

15. 船山真由子，安部千秋，澤村彩月，伊藤綾香，江川奈美，林達也，金藤公人  

 姿勢異常を呈するパーキンソン病患者に対する動的脊柱装具装着の効果を検証した一症例第 8 

回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

16. 戎駿介，髙橋良輔，安部千秋，阿部正之，白坂智英  

 ウェルウォークを用いた歩行練習の立脚期に着目した介入期間の検討-歩行機能が改善した 5 症例より

-  

第 8 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

17. 荒洋輔，矢口朋浩，日野美貴，佐々木悠，阿部正之，白坂智英  

・ 当院における帯広市地域リハビリテーション活動支援事業への協力体制について  

第 65 回全日本病院学会  

18. 安部千秋，髙橋良輔，阿部正之，白坂智英  

・ 回復期脳卒中患者に対する低速度の等速性下肢伸展トルクの信頼性検討第 

22 回日本神経理学療法学会学術大会  

19. 宇野奨吾，安部千秋，髙橋良輔，小野圭介，佐々木健史，菅原和広，白坂智英  

・ 感覚性運動失調を呈した脳卒中片麻痺者に対する歩行支援ロボットが歩幅の変動性改善に有効であっ

た一症例  

第 22 回日本神経理学療法学会学術大会  

20. 伊藤稔基，髙橋良輔，林達也，小野圭介，佐々木健史，菅原和広，白坂智英  

・ 主観的視覚垂直性の低下を呈する脳卒中片麻痺患者に対して歩行支援ロボットの有効性を検討した一

症例  

第 22 回日本神経理学療法学会学術大会  

21. 戎駿介，髙橋良輔，小野圭介，佐々木健史，菅原和広，白坂智英  



 

・ 急性増悪を呈した多発性硬化症症例の症状変化に沿った課題設定や負荷量調整第 

22 回日本神経理学療法学会学術大会  

22. 小岩幹  

 十勝圏域における介護予防を取り巻く概況  

北海道リハビリテーション専門職協会十勝地区連携強化研修会  

23. 小野圭介  

  AI を用いた予後予測について  

第 68 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

24. 髙橋良輔, 荒洋輔, 安部千秋, 桐澤悠真, 戎駿介, 阿部正之, 白坂智英  

・ 手指重度運動麻痺を呈した回復期脳卒中症例に対する Brain-Machine Interface を併用した上肢機

能練習の効果について〜予備的研究〜   

第 68 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

25. 荒洋輔，安部千秋，髙橋良輔，桐澤悠真，戎駿介，阿部正之，白坂智英  

・ 脳卒中手指重度運動麻痺に対する Brain-Machine Interface を含めた段階的手指機能練習の効果に

ついて  

第 68 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

26. 恩田大輔，荒洋輔，小野圭介，阿部正之，白坂智英  

・ 脳卒中後上肢麻痺に対する段階的な上肢練習にボツリヌス毒素療法を併用した効果を検証した一例第 

68 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

27. 髙橋良輔，荒洋輔，安部千秋，戎駿介，桐澤悠真，阿部正之，白坂智英  

・ 当院の脳卒中後手指運動麻痺に対するステップアップ練習について-BMI・ロボット・神経筋電気 

刺激を用いた取り組みについて- 

第 23 回北海道病院学会  

28. 小野圭介  

 下肢装具選定に関する AI の使用-症例を通じて-  

第 31 回日本神経理学療法学会サテライトカンファレンス  

29. 小野圭介  

 脳卒中の予後予測における AI やデータ活用について  

日本リハビリテーション医療デジタルトランスフォーメーション学会 第 2 回学術集会  

30. 林達也，小野圭介，阿部正之，白坂智英  

・ 音声認識システム導入後の時間外滞在時間と診療記録時間について  

日本リハビリテーション医療デジタルトランスフォーメーション学会 第 2 回学術集会  

31. 安部千秋，森田和幸，小野圭介，髙橋良輔，荒洋輔，阿部正之，白坂智英  

・ 回復期リハビリテーション病棟退院時の運動 FIM における AI モデルと統計モデルのクロスバリデ

ーションによる精度検証  



 

日本リハビリテーション医療デジタルトランスフォーメーション学会 第 2 回学術集会  

32. 髙橋良輔  

  Brain-Machine Interface の活用を含めた当院の上肢治療戦略について  

Tokachi Rehabilitation Seminar  

33. 小野圭介，髙橋良輔，森田和幸，安部千秋，阿部正之，白坂智英  

・ AI を用いた歩行自立予測における Trail Making Test の関連について第 

61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

34. 森田和幸，安部千秋，小野圭介，髙橋良輔，阿部正之，白坂智英  

・ AI を用いた回復期リハビリテーション病棟での退院時運動 FIM 予測結果に対する外れ値の検出と

要因分析  

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

35. 迫知輝，荒洋輔，安部千秋，髙橋良輔，小野圭介，白坂智英  

・ AI を活用した予後予測モデルのバリアンス分析 -Fugl-Meyer Assessment を用いた予測モデルに着

目して-  

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

36. 髙橋良輔，荒洋輔，安部千秋，戎駿介，阿部正之，白坂智英  

・ 当院の脳卒中後上肢運動麻痺に対する段階的練習ついて -BMI・ロボット・電気刺激を用いた取り組

み-  

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

37. 荒洋輔，髙橋良輔，安部千秋，戎駿介，阿部正之，白坂智英  

・ ブレイン・マシン・インターフェースを用いた段階的訓練により手指機能が改善した回復期脳卒中片

麻痺症例  

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

38. 安部千秋，荒洋輔，髙橋良輔，戎駿介，阿部正之，白坂智英  

・ ブレイン・マシン・インターフェースによる治療から課題指向型訓練への移行で手指機能が改善した

片麻痺症例  

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

39. 戎駿介，髙橋良輔，安部千秋，荒洋輔，阿部正之，白坂智英  

ウェルウォークから体幹治療へのステップアップ治療により歩行機能が改善した脳卒中症例第 

61 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

40. 木下和海，荻野さゆり，一色健二，阿部正之，白坂智英  

・ 外来にてドライビングシミュレータや自主訓練を用いて運転再開に繋がった症例 

第 54 回北海道作業療法学会学術集会  

41. 森田紘弥，森田和幸，荒洋輔，阿部正之，白坂智英  

・ 脳卒中片麻痺患者の麻痺側肩甲帯からの介助が立ち上がり動作に与える影響 



 

第 54 回北海道作業療法学会学術集会  

42. 佐藤祐太，阿部正之，荒洋輔，白坂智英  

・ Mirror Therapy と電気刺激による複合的な上肢機能アプローチを試みた症例 

第 54 回北海道作業療法学会学術集会  

  

  

2023 年度：41 件  

✓ 診療部：1 件  

1. 白坂智英  

  AI によるリハビリテーション予後予測脳卒中診療連携セミナーin 

帯広  

  

✓ 看護部：1 件  

1. 栗田良一  

 リハビリテーション現場でアドヒアランス向上のために 看護師の立場から 患者のモチベーションを

維持・向上させる看護実践～やる気スコアと FIM の変化～  

第 67 回北海道リハビリテーション学会学術集会 [シンポジウム]  

  

✓ リハビリテーション部：39 件  

1. 森田和幸，浮田徳樹，熊澤愛理，荻野真子，間地伸吾，阿部正之，白坂智英  

・ 回復期リハ病棟入院時の栄養状態が退院時 FIM・実績指数・帰結先に与える影響回復期リハビリテ

ーション病棟協会第 43 回研究大会 in 熊本  

2. 木下和海，森田和幸，宇野奨吾，山崎萌，齊藤匠真，髙橋良輔，阿部正之，白坂智英  

・ アイトラッカーを用いて注視行動をフィードバックした結果，運転行動に変化があった一例回復期リ

ハビリテーション病棟協会第 43 回研究大会 in 熊本  

3. 齊藤匠真，阿部正之，白坂智英  

・ 当院における自動車運転再開支援～よりスムーズな相互連携への取り組み～回復期リハビリテーショ

ン病棟協会第 43 回研究大会 in 熊本  

4. 荻野さゆり，佐川幸愛，齊藤匠真，阿部正之，白坂智英  

・ 『死にたい』と言われたら～回復期における脳卒中後うつの理解とケア～回復期リハビリテーション

病棟協会第 43 回研究大会 in 熊本  

5. 齊藤匠真，荻野さゆり，佐川幸愛，阿部正之，白坂智英  

・ リハビリテーション領域における退院後の生活へ向けた公認心理師の関わり第 3 

回日本公認心理師学会学術集会  

6. 小野圭介，阿部正之，白坂智英  



 

・ AI を活用した歩行予後予測モデルの精度改善に向けた検証第 

74 回北海道理学療法学術大会  

7. 荒洋輔，森田和幸，小野圭介，髙橋良輔，阿部正之，太田久晶，白坂智英  

・ 回復期リハビリテーション病棟での AI 予測分析ソフトを用いた脳卒中上肢運動麻痺の予後予測第 

57 回日本作業療法学会  

8. 髙橋良輔，小岩幹，赤星和人，白坂智英  

・ 複合的な上肢機能練習により手指運動機能と日常生活動作が改善した慢性期脳卒中片麻痺症例第 7 

回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

9. 安部千秋，髙橋良輔，横井裕一郎，阿部正之，白坂智英  

・ 脳性麻痺者に対するエルゴメーターを使用した反復運動における最大下肢伸展トルク発揮と筋活動の

特徴  

第 7 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

10. 宮本英嗣，加藤瑞貴，佐藤陵，中嶋宏成，髙橋良輔，大倉雄一，金藤公人  

・ 慢性期脳卒中患者の上肢麻痺に対し集中的作業療法に反復的経頭蓋磁気刺激を併用した当院での治療

実績  

第 7 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

11. 加藤瑞貴  

・ 急性期病院にて基本チェックリストの活用した結果リハビリテーション・ケア合同研究大会 

広島 2023  

12. 佐々木悠，荒洋輔，阿部正之，白坂智英  

・ 帯広市の一般介護用事業に参加している地域住民の認知機能の実態についてリハビリテーション・ケ

ア合同研究大会 広島 2023  

13. 安部千秋，髙橋良輔，阿部正之，白坂智英  

・ 機能的電気刺激を併用した立ち上がり練習の即時効果 −脳性麻痺患者の運動単位発火頻度による検討

−  

第 10 回日本小児理学療法学会学術集会  

14. 間地伸吾，安部千秋，江川奈美，白坂智英  

・ 成人期脳性麻痺の問題点-運動量，活動量低下による体重増加や身体機能の低下に対しての取り組み-  

第 10 回日本小児理学療法学会学術大会  

15. 間地伸吾,安部千秋,林達也,白坂智英  

・ 脊髄損傷の病態に対して活動日誌を用いた認知行動療法の経験-歩行が ADL に汎化しない症例- 第 

23 回認知神経リハビリテーション学会学術集会  

16. 安部千秋，江川奈美，阿部正之，土岐めぐみ，白坂智英  

BTX-A 施注後に神経筋電気刺激を併用した歩行練習の即時的効果：痙直型脳性麻痺児の運動単位

動員の検討   



 

第 10 回日本ボツリヌス治療学会学術集会  

17. 小野圭介，髙橋良輔，森田和幸，荒洋輔，伊藤宗一朗，安部千秋，宇野奨吾，宮脇慎平，阿部正

之，白坂智英  

・ 回復期脳卒中患者における AI を活用した歩行予後予測結果のバリアンス評価第 

21 回日本神経理学療法学会学術大会  

18. 安部千秋，髙橋良輔，横井裕一郎，林達也，白坂智英  

・ 脳性麻痺者の最大筋力発揮時の下肢伸展トルクと運動単位の特徴：健常者と比較したシングルケース

スタディ  

第 21 回日本神経理学療法学会学術大会  

19. 伊藤宗一朗，高橋良輔，安部千秋，林達也，白坂智英  

・ バーチャリアリティーによるリーチ課題の介入が即時的な歩行機能改善に繋がった脳性麻痺児の 1 

症例  

第 21 回日本神経理学療法学会学術大会  

20. 曲田陸久，林達也，髙橋良輔，安部千秋，白坂智英  

・ 重度感覚障害を有する右片麻痺者における長下肢装具と歩行補助ロボットによる歩行練習後の立位姿

勢の即時効果について  

第 67 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

21. 後藤早咲，日野美貴，白坂智英  

・ 漢字の失読失書を呈した症例の就労継続に向けたリハビリテーション第 

67 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

22. 荻野さゆり，阿部正之，齊藤匠真，佐川幸愛，白坂智英  

・ 回復期リハビリテーション領域における公認心理師とは ～自殺未遂事例を通して～第 

67 回北海道リハビリテーション学会学術集会  

23. 大倉雄一，金藤公人，松田彩，山田啓太，後藤優花  

・ Frontal Assessment Battery と運転シミュレータの各指標との関連についての検討第 

28 回認知神経科学会学術集会  

24. 佐藤はるか  

 多職種連携で自宅退院に繋がった終末期癌患者の一症例第 22 

回北海道病院学会  

25. 恩田大輔，荒百合絵，手塚美奈子，清水千鶴，白坂智英  

・ 排尿自立支援委員会の活動を通して自然排尿を獲得した 1 症例第 

22 回北海道病院学会  

26. 小野圭介  

  AI は予後予測に活用できるか：十勝リハビリテーションセンターの取り組み  

Tokachi Rehabilitation Seminar  



 

27. 小野圭介，髙橋良輔，森田和幸，荒洋輔，伊藤宗一朗，安部千秋，宇野奨吾，林達也，阿部正之，

白坂智英  

・ AI により回復期リハビリテーション病棟入院時に脳卒中症例の歩行自立を予測できるか第 

60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

28. 髙橋良輔，小野圭介，森田和幸，荒洋輔，伊藤宗一朗，安部千秋，宇野奨吾，林達也，阿部正之，

白坂智英  

・ AI により回復期リハビリテーション病棟入棟時に脳卒中症例のトイレ動作自立を予測できるか？第 

60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

29. 森田和幸，小野圭介，髙橋良輔，荒洋輔，伊藤宗一朗，安部千秋，宇野奨吾，林達也,阿部正之，

白坂智英  

・ AI により回復期リハビリテーション病棟脳卒中症例の退院時運動 FIM を予測できるか第 

60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

30. 安部千秋，小野圭介，髙橋良輔，森田和幸，荒洋輔，伊藤宗一朗，宇野奨吾，林達也, 阿部正之, 白

坂智  

・ 回復期リハビリテーション病棟の退院時運動 FIM に関する AI を用いた予測モデルと統計モデルの

特性  

第 60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

31. 中嶋宏成，河合聖太，宮本英嗣，加藤瑞貴，髙橋良輔，小岩幹，金藤公人  

・ 片麻痺患者における A 型ボツリヌス毒素製剤間の痙縮改善度比較第 

60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

32. 山野祐市，小岩幹，井上拓也，井上信幸  

・ 移動式ハイフローシステムを用いて早期離床・歩行が可能となった開心術後の 1 例第 

60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

33. 戎駿介，中嶋宏成，小岩幹，金藤公人  

・ パーキンソン病症例に対する動的脊柱装具を使用したバランス練習の即時的効果の検討第 

60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

34. 朝倉直人，小野圭介，林達也，白坂智英  

・ 左側頭頂葉梗塞後，麻痺側上肢へ注意が向かない場面での非麻痺側上肢運動による麻痺側上肢の鏡像

運動，不随意運動の改善に難渋した一症例  

第 60 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

35. 大倉雄一，金藤公人，山田啓太，松田彩，後藤優花  

・ 運転シミュレーターを用いた運転能力の心理学的評価に関する検討第 

32 回日本脳ドック学会総会  

36. 森田和幸，小野圭介，髙橋良輔，荒洋輔，伊藤宗一朗，安部千秋，宇野奨吾，阿部正之，白坂智英  



 

・ 回復期リハビリテーション病棟での退院時運動 FIM の予測～AI 予測分析ツールを用いて～第 

53 回北海道作業療法学会学術集会  

37. 迫知輝，髙橋良輔，阿部正之，白坂智英仮想現実（VR）技術リハビリテーションが脳性麻痺患者

に与えた効果〜VR の課題特性に着目して 

〜  

第 53 回北海道作業療法学会学術集会  

38. 佐藤菜穂，迫知輝，阿部正之，白坂智英  

・ 感覚・知覚を中心とした介入で箸操作が向上した一例第 

53 回北海道作業療法学会学術集会  

39. 五十嵐早紀，葛西亮太，阿部正之，白坂智英  

・ 示指指尖部損傷に対し,Splint 療法を併用し,箸動作の再獲得が図れた症例第 

53 回北海道作業療法学会学術集会  

  

  

2022 年度：36 件  

✓ リハビリテーション部：36 件  

1. 齊藤匠真，阿部正之，白坂智英  

・ リハビリテーション領域における公認心理師の役割と多職種協働回復期リハビリテーション病棟協会 

第 41 回研究大会  

2. 荻野さゆり，山田啓太，佐川幸愛，齊藤匠真，白坂智英  

・ 脳卒中後のうつ症状および認知機能との関連  

回復期リハビリテーション病棟協会 第 41 回研究大会  

3. 林達也，髙橋良輔  

・ 当院理学療法科における転倒事例の傾向と対応策第 5 

回日本理学療法管理研究会学術大会  

4. 小野圭介，髙橋良輔，森田和幸，荒洋輔，阿部正之，林達也，白坂智英  

・ 回復期脳卒中症例における歩行自立の予後予測に関する検討：AI 解析を用いた予備的研究第 6 

回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

5. 髙橋良輔，小野圭介，森田和幸，荒洋輔，阿部正之，林達也，白坂智英  

・ 回復期脳卒中症例におけるトイレ動作自立の予後予測に関する検討：AI を用いた予備的研究第 6 

回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

6. 宮本英嗣，加藤瑞貴，佐藤陵，佐藤真菜，中嶋宏成，髙橋良輔，金藤公人  

・ 反復経頭蓋磁気刺激療法とロボット療法を併用し包丁操作が改善した 1 症例第 

6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

7. 荒洋輔，髙橋良輔，阿部正之  



 

・ 脳卒中軽度片麻痺患者における実生活での麻痺手の使用頻度に関連する因子-当院入院患者を対象と

した後方視的調査-  

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

8. 戎駿介，髙橋良輔，中嶋宏成，小岩幹  

・ 課題指向型訓練と外在的フィードバックの併用により運動主体感や上肢使用量が改善した左頭頂葉梗

塞症例 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  

9. 髙橋良輔，覺正秀一，伊藤亘佑，小野圭介，小岩幹  

・ 神経筋電気刺激を併用した手指用ロボット療法により課題指向型アプローチよりも手指運動機能が改

善した一例  

第 20 回日本神経理学療法学会学術大会  

10. 佐伯拓馬，斉藤貴志，林達也，石田直樹，角家健，石崎倫政，宝満健太郎  

・ 歩行時下垂足の客観的指標としてのウェアラブルセンサーの活用第 

10 回日本運動器理学療法学会学術大会  

11. 佐川幸愛，荻野さゆり 

・ 高次脳機能障害の臨床現場から～神経心理検査と描画、そしてアートセラピーへ～ 

日本描画テスト・描画療法学会第 31 回大会 

12. 荻野さゆり，阿部正之，齊藤匠真，佐川幸愛  

・ 社会復帰における公認心理師のはたらき 

第 8 回地域包括ケア病棟研究大会  

13. 荒洋輔，髙橋良輔，阿部正之  

・ 脳卒中重度片麻痺患者の立位訓練における肩関節装具の導入基準の検討-重心動揺検査を用いた予備

調査-  

第 56 回日本作業療法学会  

14. 迫知輝，安部千秋，阿部正之  

・ 当院の肢体不自由児における ADOC-S を用いた目標共有に対する取り組みについて－OT に実施し

たアンケートの結果分析－第 56 回日本作業療法学会  

15. 佐々木ひな子，森田和幸，阿部正之  

・ コロナ禍で入院中の退院支援が制限され,自宅退院後の活動機会の拡大に難渋した症例第 

56 回日本作業療法学会  

16. 大倉，雄一，金藤公人  

・ 主成分分析による運転シミュレータ評価の検討第 

46 回日本神経心理学会学術集会  

17. 中嶋宏成，上堀亜須香，根来裕治，髙橋良輔，小岩幹，金藤公人  

・ 反復経頭蓋磁気刺激と運動療法の併用がパーキンソン病患者の歩行機能に及ぼす効果第 

59 回日本リハビリテーション医学会学術集会  



 

18. 髙橋良輔，覺正秀一，小野圭介，永井義樹，小岩幹，赤星和人  

・ 高齢者における快適歩行速度と下肢伸展トルクとの関係について第 

59 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

19. 戎駿介，中嶋宏成，小岩幹  

・ 認知症とパーキンソン病合併症例の姿勢制御戦略に着目した理学療法介入の検討第 

59 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

20. 大倉雄一，金藤公人，山田啓太，松田彩，後藤優花当院脳ドックにおける受検者特性と神経心理学

的検査の項目特性についての考察第 31 回日本脳ドック学会総会  

21. 森田和幸，浮田徳樹，阿部正之  

・ 当法人での臨床実習における MTDLP 活用に向けた取り組みと実態調査第 

52 回北海道作業療法学会学術大会  

22. 荒洋輔，阿部正之  

・ 当院における平時からの新型コロナウイルス感染対策とクラスター発生時の対応に関する報告第 

52 回北海道作業療法学会学術大会  

23. 加藤瑞貴  

・ 帯広市における試行的認知症予防事業への作業療法士の関わり第 

52 回北海道作業療法学会学術大会  

24. 木下和海  

・ コロナ禍において Zoom を使用し退院前指導を行った症例第 

52 回北海道作業療法学会学術大会  

25. 佐藤陵  

・ 訪問リハビリテーションと連携し,A 型ボツリヌス毒素治療と短期集中リハビリテーションにより, 補

助手の再獲得に至った 1 症例  

第 52 回北海道作業療法学会学術大会  

26. 阿部祐汰，葛西亮太  

・ 野球肘を呈した 3 選手に対して、投手復帰した症例への関わり第 

52 回北海道作業療法学会学術大会  

27. 迫知輝，中村裕二，阿部正之，仙石泰仁  

・ ホームプログラムにより，日常場面で右手の参加が向上し，両手での更衣動作を獲得した右片麻痺の

一例  

第 52 回北海道作業療法学会学術大会  

28. 宇野奨吾，髙橋良輔，伊藤広和，林達也  

・ HONDA 歩行アシストと短下肢装具の併用が有用であった軽度片麻痺症例-筋電図により膝周囲の筋

活動変化に着目した 1 症例-  

第 73 回北海道理学療法士学術大会  



 

29. 山畑祐也，佐伯拓馬，林達也，宝満健太郎  

・ 歩行時痛軽減に向けて三次元動作解析装置を活用した大腿骨骨幹部骨折術後の一症例第 

73 回北海道理学療法士学術大会  

30. 朝倉直人，髙橋良輔，林達也，小岩幹  

・ パーキンソニズムによりすくみ足、小刻み歩行を呈した脳卒中患者に視覚刺激の有無を切り替えなが

らのトレッドミル歩行練習を実施し歩行能力の改善が認められた一症例第 73 回北海道理学療法士

学術大会  

31. 工藤直紀，小野圭介，林達也  

・ 頭頂葉皮質下出血により多彩な症状が見られた脳卒中片麻痺患者様に対する臨床推論の試み  

73 回北海道理学療法士学術大会  

32. 小岩幹  

 十勝地区の活動状況と課題  

北海道リハビリテーション専門職協会オホーツク地区連携強化研修会  

33. 小岩幹  

 地域包括ケアシステム構築におけるリハビリテーション専門職の役割帯広市ケアマネ連協合同研修会  

34. 大倉雄一  

 不登校・ひきこもりへの支援 ～認知行動理論の立場から～  

中札内村地域協働型学校づくり協議会・村自立支援協議会 合同研修会  

35. 中嶋宏成  

 当院でのパーキンソン病治療の取り組み～リハビリの立場から rTMS とリハビリテーションの併用 

～  

パーキンソン病とリハビリテーション講演会  

36. 山野祐市  

 健康と運動について十勝獣医師会名誉・シニア会員研修会  

  

  

2021 年度：23 件  

✓ リハビリテーション部：23 件  

1. 覺正秀一，他  

・ 重度運動麻痺を呈した脳卒中片麻痺症例に対して聴覚バイオフィードバックを用いて持続的な手指屈

筋群の活動が低下した一症例 -圧センサーと圧電スピーカーを用いた介入- 回復期リハビリテーショ

ン病棟協会第 39 回研究大会  

2. 髙橋良輔，他  

・ 補助具なし歩行自立に必要な安定性限界について：60 歳以上の患者に着目して第 5 

回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会  



 

3. 髙橋良輔，他  

・ 高齢者における補助具なしの歩行自立に必要なバランス能力に関する検討第 

58 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

4. 戎駿介，他  

・ 脊髄小脳変性症により運動失調を呈した症例に対する外骨格フレームを用いた治療効果の検討第 

19 回日本神経理学療法学会学術大会  

5. 伊藤宗一朗，他  

・ 歩行機会拡大に向けて理学療法と体重免荷トレッドミル歩行練習を併用し改善が図れた脳性麻痺児の 

1 例  

第 8 回日本小児理学療法学会学術大会 安部千秋，他  

・ HONDA 歩行アシストを使用した介入により移乗動作の獲得に至った脳性麻痺児の報告；動作時筋

活動に着目して  

第 8 回日本小児理学療法学会学術大会  

6. 菅野公二，他  

・ 当院の発達外来作業療法が北海道十勝総合振興局管内で担う療育と今後の課題第 

55 回日本作業療法協会学術大会  

7. 加藤瑞貴，他  

・ 行政の認知症予防対策としての楽しさプログラムの実施第 

55 回日本作業療法協会学術大会  

8. 小野圭介，他  

・ 回復期入院時における実績指数予測のバリアンス評価第 

72 回北海道理学療法学術大会  

9. 髙橋良輔，他  

・ 高齢者における補助具なしの歩行自立に必要な下肢伸展トルクに関する検討第 

72 回北海道理学療法学術大会  

10. 本間良介，他  

・ 脳血管性パーキンソニズムを呈した脳卒中慢性期患者に歩行用リハビリテーションシステムを使用し

立位バランス機能と歩行能力の改善が認められた症例第 72 回北海道理学療法学術大会  

11. 伊藤稔基，他  

・ Pusher 症候群において病棟練習の即時効果を検証した回復期脳卒中患者一症例第 

72 回北海道理学療法学術大会  

12. 河合聖太，他  

・ 歩行困難な重度片麻痺患者において体重免荷式トレッドミルトレーニングを用いた一症例第 

72 回北海道理学療法学術大会  

13. 小野圭介，他  



 

・ 理学療法士の質が脳卒中患者の満足度に与える影響第 

58 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

14. 戎駿介，他  

・ 認知機能や運動機能に著明な日内変動を呈する認知症を併発した脳卒中片麻痺症例への理学療法介入

の検討  

第 58 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

15. 髙橋良輔，他  

・ 高齢者における補助具なしの歩行自立に必要なバランス能力に関する検討第 

58 回日本リハビリテーション医学会  

16. 大倉雄一，他  

・ 潜在ランク理論による物忘れ相談プログラムの分析  

30 回日本脳ドック学会総会  

17. 永井義樹，他  

・ 手袋の着脱動作が巧緻動作に与える影響第 

51 回北海道作業療法学会学術大会  

18. 荒洋輔，他  

・ 当院回復期リハ病棟に入院した転倒骨折患者様の特性から見た介護予防の必要性第 

51 回北海道作業療法学会学術大会  

19. 永井義樹，他  

・ 地域密着型地域包括ケア病棟における補完代替リハビリの有用性第 7 

回地域包括ケア病棟研究大会  

20. 小岩幹  

 日本の介護予防とリハビリテーション専門職の役割  

22. 中嶋宏成  

 脳卒中後の痙縮治療とリハビリテーションのポイント道東痙縮治療 

WEB セミナー  

23. 髙橋良輔  

  C-Mill VR+の当院での活用事例についてウィズコロナのニューロリハ最前線  

  

  

2020 年度：5 件  

✓ リハビリテーション部：5 件  

1. 有安はるな，他  

・ 上肢訓練ロボット ReoGo®-J と当院独自の課題指向型訓練シ－トを併用した訓練効果回復期リハビ

リテーション病棟協会  



 

2. 伊藤広和，他  

・ 軽度片麻痺患者における上肢筋活動の検証-筋電図による経時的変化-  第 

18 回日本神経理学療法学会学術大会  

3. 小岩幹  

 世界に挑む理学療法とは？  

第 28 回埼玉県理学療法学会 [シンポジウム]  

4. 小野圭介  

 生活場面におけるロボットリハビリテーションの応用社会医療法人 孝

仁会研修会  

5. 矢口朋浩  

 肩こり予防  

ウラジオストク市民公開講座  

  

  

2019 年度：21 件  

1. 菊池俊之，他  

・ 壁と人との違いが隙間通過時の歩行様式に与える影響第 

24 回日本基礎理学療法学会学術大会  

2. 加藤瑞貴，他  

・ 当方人におけるサービス高齢者住宅入居者に対する作業療法士の取り組み第 

50 回北海道作業療法学会学術大会  

3. 佐藤陵，他  

・ 左橈骨遠位端骨折を呈した女性に対して、装具の再検討を行った症例第 

50 回北海道作業療法学会学術大会  

4. 宮本英嗣，他  

・ SCU 開設によるトイレでの排泄獲得日数への影響第 

50 回北海道作業療法学会学術大会  

5. 加藤瑞貴，他  

・ 当法人におけるサービス高齢者住宅入居者に対する作業療法士の取り組み第 

50 回北海道作業療法学会学術大会  

6. 森田和幸，他  

・ MTDLP 普及に向けた科内研修  

第 50 回北海道作業療法学会学術大会  

7. 川村敦美，他  



 

・ 病棟への訪問評価により早期に訪問リハビリを導入し生活課題の解決に繋がった事例第 

50 回北海道作業療法学会学術大会  

8. 太田彩香，他  

・ 先天性上肢欠損児の就学に向けた関わり第 

50 回北海道作業療法学会学術大会  

9. 宮本英嗣，他  

・ 急性期病棟における早期トイレ動作介入に向けたトイレチーム導入の試み第 

44 回日本脳卒中学会学術集会  

10. 迫知輝，他  

・ 多職種共働での特殊便座作製により自力排便の再獲得と介助量軽減に至った一例第 

45 回日本重症心身障害学会学術集会  

11. 江川奈美，他  

・ 地方医療機関における小児整形外科手術実績と術前後のリハの関わり第 

71 回北海道理学療法士学術大会  

12. 佐伯拓馬，他  

・ ウェアラブルシステムを使用した慢性期片麻痺患者の歩行解析 (第 2 報) ～足部クリアランスと転倒

の関連に関する検討～  

138 回北海道整形災害外科学会  

13. 伊藤広和，他  

・ 脳卒中患者における体幹筋厚の対称性が歩行能力に与える影響 -超音波画像による検証- 第 

17 回日本神経理学療法学会学術大会  

14. 髙橋良輔，他  

・ モデルベースドな表面筋電図解析は脳卒中後運動麻痺の異常同時収縮評価に有効か？第 

17 回日本神経理学療法学会学術大会  

15. 齊籐匠真，他  

・ 回復期病棟における心理師の役割  

北海道回復期リハビリテーション病棟協会第 19 回大会 in 札幌  

16. 鳥越夕妃，他  

・ 病棟における ReoGo-J を用いた上肢機能訓練についての報告第 

53 回日本作業療法学会学術大会  

17. 小野圭介  

 病棟リハビリテーションと HAL の活用について第 5 

回北海道ロボットスーツ HAL®研究会  

18. 小野圭介  

 画像のみかた  



 

理学療法士講習会  

19. 荒洋輔  

 当センターにおける ReoGo®-J 普及・定着に向けた取り組みと現状の運営体制第 9 

回日本ロボットリハビリテーション・ケア研究大会  

20. 髙橋良輔  

 運動器検診の理解から怪我の予防まで〜腰痛の理解も含めて〜  

十勝管内高等学校教育研究会 学校保健養護部会 第 2 回研究協議会  

21. 中嶋宏成  

 肩こり予防  

ウラジオストク市民公開講座  

  

  

2018 年度：19 件  

✓ リハビリテーション部：19 件  

1. 角張祐介，他  

・ 多職種による自立度判定指標作成の取り組み第 

26 回北海道老人保健施設大会  

2. 斉藤貴志，他  

・ ウェアラブルシステムを使用した慢性期片麻痺患者の歩行解析第 

137 回北海道整形災害外科学会  

3. 荒洋輔，他  

・ 当院回復期病棟における上肢訓練用ロボット ReoGo®-J の普及に向けた取り組み回復期リハビリテ

ーション病棟協会第 33 回研究大会 in 舞浜  

4. 小田代唯人，他  

・ ロボティクスリハビリテーションを ADL･IADL に活用した効果の検証 －HONDA 歩行アシストを

用いて－  

回復期リハビリテーション病棟協会第 33 回研究大会 in 舞浜  

5. 永井義樹，他  

・ 眼球運動に着目したアルツハイマー型認知症例への介入第 

52 回日本作業療法学会学術大会  

6. 髙橋良輔，他  

・ 脊髄損傷による上肢運動機能障害に対する反復運動課題中の筋電図を用いた評価：症例報告第 

48 回日本臨床神経生理学会学術大会  

7. 小野圭介，他  

・ 回復期脳卒中片麻痺患者に対する理学療法プランニングチェックシート実用化に向けた予備的研究 



 

－理学療法士の質向上に対する取り組み－第 

70 回北海道理学療法学術大会  

8. 戎駿介，他  

・ 足関節底屈筋力調整能力と加齢の影響第 

73 回日本体力医学学会  

9. 浮田徳樹，他  

・ 回復期病棟入院中に銭湯での入浴に繋げる外出訓練を段階的に行った 1 症例第 

49 回北海道作業療法学会  

10. 金京室，他  

・ 左半側空間無視に対する両側右側アイパッチを適用した 1 症例第 

49 回北海道作業療法学会  

11. 鳥越夕妃，他  

・ 当法人における肢体不自由児・者に対する作業療法の取り組み・地域連携について第 

49 回北海道作業療法学会  

12. 浮田徳樹，他  

・ 当センターにおける車いす可動台数調査について第 

14 回日本シーティングシンポジウム  

13. 髙橋良輔，他  

・ 重度手指運動障害に対する視覚誘導性自己運動錯覚と神経筋電気刺激の併用により運動機能が改善し

た症例  

第 55 回日本リハビリテーション医学会学術集会  

14. 小岩幹  

 基本動作の正常要素と治療としての動作援助  

10 回太平洋医療コングレス  

15. 小野圭介  

 自立支援と介護大谷短期大学講義  

16. 髙橋良輔  

 子どもの腰痛について〜腰痛の理解から対応まで〜北海道保健サークル連絡協議会十勝葦の会主催 講

演会  

17. 小野圭介  

 腰痛を予防する運動・生活についてウラジオストク市民公開講座  

18. 中嶋宏成  

 脳卒中などによる手足のつっぱり（痙縮）に対する効率的なリハビリ市民公開講座  

19. 小野圭介  



 

 リハ支援ロボットの回復期での今後の展望～ロボットの有効性と問題点～北海道リハビリテーション

病棟協議会 第 18 回研修会  

  

  

2017 年度：10 件  

✓ リハビリテーション部：10 件  

1. Atsuki Ukita, Hiroki Mani, Masayuki Abe, Hirotoshi KIshigami, Tatsuo Hatta.  

・ The Effect of Wheelchair Back Support Shape on Reach Accuracy.  

33rd International Seating Symposium  

2. Kyungshil Kim, Kazumi Hirayama, Kazuki Yoshida, Rika Yano, Masayuki Abe, Mika Otsuki, 

Satoshi Sakuraba, Shinya Sakai  

・ Effect of exposure to short-wavelength light on susceptibility to motion sickness.  

2017 Symposium of the Society for the Study of Human Biology & International Association of 

Physiological Anthropology  

3. Sensyu Abe, et al.  

・ Leg cycling induces a decrease in spasticity in adults with cerebral palsy.  

American Congress of Rehabilitation Medicine 94th Annual Conference  

4. 金京室，他  

・ 短波長光への暴露が Motion sickness の感受性に及ぼす影響第 

16 回日本健康行動科学会学術大会  

5. 浮田徳樹，他  

・ 座位アライメント設定が臀筋活動に及ぼす影響：健常者における予備的調査. 第 

16 回日本健康行動科学会学術大会  

6. 伊藤綾香，他  

・ Shinzel-Giedion 症候群により重症心身障がいをもつ症例に対する訪問リハビリテーションの経験第 

52 回日本理学療法学術大会  

7. 船山真由子，他  

・ 脳性麻痺の動的脊柱装具使用時の矯正率と介護者満足度の関連について第 

52 回日本理学療法学術大会  

8. 山﨑亜美，他  

・ 成人脳性麻痺者の座位バランス能力は粗大運動機能レベルおよび筋緊張タイプによる違いがあるの 

か ~ Trunk Control Measurement Scale を用いて ~  第 

69 回北海道理学療法士学術大会  

9. 鳥越夕妃，他  



 

・ 脳性麻痺を持つ児を対象とした上肢機能に関する動的脊柱装具（Dynamic Spinal Brace）の有効性

について  

第 51 回日本作業療法学会学術大会  

10. 小岩幹  

 脳血管障害後急性期のリハビリテーション医療第 9 

回太平洋医療コングレス  

  

  

2016 年度：6 件  

✓ リハビリテーション部：6 件  

1. 谷田一樹，他  

・ 上肢麻痺に対する ReoGo®-J を用いたリハビリテーション第 

15 回北海道病院学会  

2. Atsuki Ukita, Kyungshil Kim, Masayuki Abe, Hirotoshi Kishigami, Tatsuo Hatta.  

・ Back support shape with pelvic support belt affects asymmetrical seated posture and pressure 

points during reaching tasks in post-stroke patients.  

American Congress of Rehabilitation Medicine 93rd Annual Conference  

3. 荒洋輔，他  

・ 当院回復期病棟における病棟レクレーション活性化に向けた取り組みの紹介-自主トレーニングの活

性化を通じて  

回復期リハビリテーション病棟協会第 29 回研究大会 in 広島   

4. 浮田徳樹，他  

・ なぜ座るだけで泣いていたのか？－車いすシーティング困難症例と圧力マッピングー回復期リハビリ

テーション病棟協会第 29 回研究大会 in 広島   

5. 永井義樹，他  

・ 発達障害児への当院作業療法の取り組み第 

50 回日本作業療法学会学術大会  

6. 森田和幸，他  



 

・ OT が障害者支援施設生活介護事業に関わる事による変化第 

50 回日本作業療法学会学術大会  

  

2015 年度：6 件  

✓ リハビリテーション部：6 件  

1. 小岩幹，他  

・ 急性期リハビリテーションのあり方に関する一考察第 7 

回太平洋医療ｺﾝｸﾞﾚｽ  

2. Kyungshil Kim, Kazumi Hirayama, Rika Yano, Mika Otsuki, Satoshi Sakuraba, Kazuki 

Yoshida, Yui Murakami, Shinya Sakai  

・ Effects of the short wave-length light on susceptibility to motion sickness  

1st Asia-Ocean congress for Neurorehabilitation   

3. 金京室，他  

・ motion sickness に及ぼす影響第 

72 回日本生理人類学会  

4. 小野圭介，他  

・ 慢性期脳卒中患者に対してボツリヌス療法と理学療法の併用効果を検討した一症例―能動的機能， 

QOL の観点から― 第 66 回北

海道理学療法学術大会  

5. 宮本英嗣，他  

・ 低頻度 r-TMS と集中 OT の併用が慢性期脳卒中患者の上肢機能に与える影響第 

57 回全日本病院学会  

6. 中嶋宏成，他  

・ 脳卒中片麻痺患者に対する低頻度反復性経頭蓋磁気刺激と理学療法の併用が歩行およびバランス機

能に及ぼす影響について第 66 回北海道理学療法士学術大会  

 

 


